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研究成果の概要（和文）：要介護を予防するためのフレイル予防の方策が広く検討されてきている。しかし
Frailty Cycleの上流に位置する栄養障害への対応は重要視されているにも関わらず、栄養障害に関する概念は
漠然としており、適切な支援方法についての知見は得られていない。高齢期における食生活の変化、栄養状態の
低下等といった兆候を早期発見し適切な支援を行うことがFrailty Cycleの断切や遅速化にとって重要である。
そこで本研究では、フレイル予防を目的とした高齢期における栄養障害の早期発見・早期介入のためのアセスメ
ントツールを開発し、包括的なアプローチ法を検討することを目的に延長申請を行い、ツールの最終検討を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：In our country, where an aging population is expected in the future, it is 
necessary to take an earlier approach to prevent the need for long-term care, and measures for flail
 prevention have been widely examined. However, despite the emphasis on addressing nutritional 
disorders located upstream of Frailty Cycle, concepts related to nutritional disorders remain vague 
and provide adequate support.　No findings are available. By cutting Frailty Cycle through early 
detection of signs such as changes in dietary habits and deterioration in physical nutritional 
status in old age and providing adequate support It is important for slowing. Therefore, this study 
developed an assessment tool for early detection and early intervention of nutritional disorders in 
old age for the purpose of frail prevention. We conducted an extension application with the aim of 
examining a comprehensive approach method and conducted a final examination of the tool.

研究分野： 栄養疫学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今後後期高齢者の更なる増大が予測されている本邦において、フレイル対策は喫緊の加地後なっている。
本研究ではフレイル予防の栄養・食生活に焦点を当て、高齢者自身が自分事化できるツールを作成した。
今後本ツールの普及・啓発を進めることで、より早期からのフレイル対策に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
今後さらなる高齢化が見込まれる我が国では、要介護を予防するためにより早期からのアプ

ローチが必要となり、フレイル予防の方策が広く検討されてきている。しかし Frailty Cycle の
上流に位置する栄養障害への対応は重要視されているにも関わらず、栄養障害に関する概念は
漠然としており、適切な支援方法についての知見は得られていない。高齢期における食生活の変
化、身体栄養状態の低下等といった兆候を早期発見し適切な支援を行うことが Frailty Cycle の
断切や遅速化にとって重要である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、フレイル予防を目的とした高齢期における栄養障害の早期発見・早期介入のため

のアセスメントツールを開発し、包括的なアプローチ法を検討することを目的に調査を行った。 
 
 
３．研究の方法 
1）地域在住高齢者を対象としたお達者健診において、栄養障害に関する要因（課題）検討のた
めのデータ収集を行った。 
 
2）地域在住高齢者の栄養障害に関するシステマティックレビューを作成した 
 
3）上記 1）、2）で得られたデータの分析およびシステマティックレビューに基づき、栄養障害
早期発見アセスメントツールの試作版を作成し、東京都健康長寿医療センター研究所が実施し
ているお達者健診に参加した地域在住高齢者を対象にデータ収集を行った。 
 
4）2 年間の調査による解析結果を基に、地域在住高齢者の栄養障害の早期発見アセスメントツ
ールを完成させた。 
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